「主の喜び」         岡本兄　　広島喜びの集い、２００２０５１２

イエス様は、私達の罪のために死なれた事。葬られた事、そして甦られた事です。これだけを、知っていれば良いのです。ですから、老年になって忘れっぽくなっても、ぜんぜん問題ない。これだけを心に刻み込んで、喜びと祈りと感謝と、感謝で満ちあふれるときに、私達はパウロのように喜びを共に喜べるようになるのではないかと思います。主の喜びを、共に喜ぶことができるようになるのではと思うのです。

年輩の姉妹との短い語らいでしたが、それを通して確信するようになりました。歳をとるに従って、多くの事を忘れやすくなると言うのは、最も、大切な事がますます明らかになるように、刈り込みをなさってくださってるのではないだろうかと言う確信です。これは、年輩者の喜び、老年の喜びではないかと思うのです。

ヨハネの福音書15:2

2わたしの枝で実を結ばないものはみな、父がそれを取り除き、実を結ぶものはみな、もっと多く実を結ぶために、刈り込みをなさいます。
最も大切なものが明らかになるように、刈り込みをなさっているのではないか。もっと、実を結ぶために。この箇所をだぶらせてその時に、考えさせれました。もっと、実を結ぶために。それは、もっと愛を知るために。もっと、喜ぶようになるため。もっと平安を得るために。そして、続いてもっと、寛容に、もっと親切に、もっと善意をもっと、誠実を柔和を自制をと言う実を結ぶために老年の恵みが与えられているに違いありません。

物忘れがひどくなったと、嘆く必要はありません。ただ、パウロが、どうしても伝えたかった3つの言葉を、残したいと思います。私達の罪のために死なれた事。葬られた事。甦られた事。そのほかの事はよいのです。この事実が、わたしと、この3つの言葉が、自分とどのように関係があるのか、この一点が、最も、重要なのではないかと思います。

この3つの言葉が、私達のうちに生きるなら、私達は、神の畑、神の建物であります。私達が、誰のために生きているか。その方は、何をしてくださったか。この唯一の質問に対する3つの言葉。3つの答え。これを、毎日、思い起こすことだけを求められているのではないか。

そうすれば、ペテロや、ヤコブや、パウロのように、甦りの主、すなわち永遠の命と必ず出会うと約束されています。いま、ご一緒に、考えてきたこのような事が、聖書の言う持ち物を全部、売り払うと言う事だと思います。自分のたてたストーリーを捨てて、ただ、3つの言葉を信じる信仰だけが喜びの源ではないかと思うのです。

私は、短い交わりの中で、刈り込みをされると言うみことばと、新しく出会いました。そして、自分の心が導かれた所は、広い所でした。平安がありました。この小さな内側の経験は、自分にとって、私にとって大きな宝となっています。この導きの、交わりのはじめから終わりまで、忘れないだろうなと思います。それは、自分にとって宝であります。また、ひとつ宝が増えました。この宝は、キリストの心に触れた喜びと共にあります。

最後に、ひとこと申し上げたいと思うのは、きょう、明日、おひとりおひとりが宝を見つけられたら、その見つけた宝を畑に隠して帰ることができたらと思うのです。その事を考えて終わりたいと思います。

マタイの福音書13:44

44天の御国は、畑に隠された宝のようなものです。人はその宝を見つけると、それを隠しておいて、大喜びで帰り、持ち物を全部売り払ってその畑を買います。

こう言う短いみことばです。天の御国。すなわち、主イエス様。キリストの心、イエス様の人格。その天の御国は、畑に隠された宝。鳥が来て食べたり、道端で日焼けして枯れないように隠しておく事が必要だ。また、見つけられるように目印をつけておく。目印は、十字架です。悲しみです。大きな慰めです。喜びです、平安です。彼は、持ち物をぜーーんぶ売り払って、その畑を買います。

あなたがたは、神の畑、神の建物です。みことばが、私達の心を導いてくださると言う体験が与えられ、みことばが導く事が事実になります。こう言う導きを必ず、個人的に体験するようになります。その時、私達は、神の畑として取り扱われているのを知るようになります。畑の宝を何度でも取り出して、味わうことができるようになります。深い、どうしようもないみじめさの中にある時。その時こそ、畑の中の宝を目印をたよりに取り出しましょうと語ります。そして、主イエス様が、私達のすべての、すべてとなります。すべてを、よーく知っておられる方が、ヤコブを通して語られました。ヤコブの手紙を通して、みことばが、私達に与えられています。

ヤコブの手紙4:9

9あなたがたは、苦しみなさい。悲しみなさい。泣きなさい。あなたがたの笑いを悲しみに、喜びを憂いに変えなさい。

それは、苦しみが宝の隠されている場所の目印だからです。悲しみが、宝の隠されている箇所の目印。涙が、宝の隠されている箇所の目印ではないでしょうか。最後に、もう一度、お読みします。

マタイの福音書5:4

4悲しむ者は幸いです。その人は慰められるからです。　　　　　　　　　

「もう、だいじょうぶ」 岡本兄　御代田喜びの集い、２００２０５１９

彼らは、2年くらい前に救われた方々なのですが、彼らも同じように、30歳のいわゆる引きこもりの息子さん、家から一歩も出ることのできない息子さんを持っておられるのです。そして、全く外から見ると変わらない、そういう状況を見て、姉妹がため息混じりの愚痴をもらされたそうなんです。すると、そばを通りかかったご主人が、こう言われたのです。「わしが、祈り始めたから、もうだいじょうぶだ。」ま、この証しを車の中で聞いたのです。本当に、うれしくなりました。彼は、ほとんど、集いも礼拝も来れない仕事をしています。いつも姉妹から少しづつ兄弟の話しを聞くのですが、ほんとうに、うれしかったのです。それ以来、この証しをずっと心に留めるようになりました。ここに、親の仕事があると思います。今まで、子供の状態に一喜一憂してきたとしても、間違いない方にまかせたからもう大丈夫。この方に祈り始めたから、もうだいじょうぶ。聖書の語っていることは、こういうことではないかと思うのです。この心の向きに、すべての始まりがあって、終わりがある。すなわち、主にある平安と喜びが、ここに隠されているのではないかと思います。親達、大人達のこの世における最も大きな仕事のひとつは、あの方が見ておられるから、もうだいじょうぶだと、こういう確信を持つようになることではないかと、最近思うようになりました。そして、イエス様との親しい交わりの中で、平安と喜びの恵みを与えられ続けること。そういうことではないかと思うのです。仕事というのは、そういうものではないかと思います。
パウロの証しは、こういう思いで語られたのではないかなぁと思うのです。もう、だいじょうぶなんです。彼が、見ておられるから。だから、もう思い煩わなくて良いのだとパウロの証しが、私達に届けられています。パウロの証しが、私達の証しになるために、このことが私達に起こされていると言えます。

ピリピ人への手紙4:6-7

6何も思い煩わないで、あらゆるばあいに、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたがたの願い事を神に知っていただきなさい。

7そうすれば、人のすべての考えにまさる神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスにあって守ってくれます。

これが、パウロの証しです。そして、私達に伝えたい手紙の内容です。このパウロの思い、イエス様の御心、これが、私達が、導き入れられる主イエス様との交わりそのものではないかと思います。このみことばは、主イエス様との交わりを示していると思います。この約束の交わりに導き入れられるために、また、神の国に憩うために、いま、愛する者に病気が備えられている。と言えます

詩篇119:105

105あなたのみことばは、私の足のともしび、私の道の光です。

このみことばの通りが、私達の経験になります。この婦人とさらに語り合いました。さきほど、「もう息子は召されたほうが良いのでは・・。」ともらされたご主人は、まだイエス様に出会われていないとのことでした。でも、もうご主人はだいじょうぶ。私が、祈るようになったから、もう主人もだいじょうぶ。そう確信するようになればどんなに幸せでしょう。これが、すべての「はじめ」ではないかと思います。
私達が受けるのは、永久の保証です。永遠の命です。御霊の実です。平安です。愛です。喜びです。主イエス様につながっている限り、ぶどうの樹につながっている限り消えません。留まり続ける時、小さな芥子だねほどの信仰が、大きな樹に成長すると約束をくださっています。ですから、はじまりはからしだねほどの信仰でいいんだと、聖書は語っています。「もう、子供達は、大丈夫。！」「主人は、だいじょうぶ。」「妻は、だいじょうぶ」「父は、母は、だいじょうぶ。」そう言うからしだねほどの信仰で小さな信頼で良いのです。はじまりは、からしだねほどの信仰で良いのだと聖書は語っています。

ヘブル人への手紙11:1

1信仰は望んでいる事がらを保証し、目に見えないものを確信させるものです。　

　完
